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神戸製鋼における男女共同参画活
動の取組みについて

株式会社神戸製鋼所

人事労政部主任部員

松尾　健志
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神戸製鋼のご紹介（会社概要）
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会社名：株式会社神戸製鋼所

統一営業標識：

創　立：1905年9月1日

資本金：2,333億円

売上高（2005年度）：連結　1兆6,673億円

　　　　　　　　　　　単体　1兆   347億円

従業員数（2006年3月）：連結　29,068人

　　　　　　　　　　　  　単体     8,673人
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主な事業内容：

■鉄鋼・溶接／線材、棒鋼、薄板、厚板、表面処理鋼板、自動車向
け鋼板、チタン及びチタン合金、各種溶接材料、溶接ロボットなど

■アルミ・銅／アルミ板、アルミ合金およびマグネ合金鋳鍛造品、銅
圧延品、自動車・航空機向け鋳鍛造品など

■機械エンジニアリング／各種産業用機械、製鉄・非鉄・エネル
ギー・化学プラント、原子力関連機器、環境プラントなど各種エン
ジニアリング業など

■IPP（電力卸供給事業）

■その他事業／液晶用ターゲット材料、超電導磁石・線材など
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事業別連結売上高（2005年度）
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国内の事業所

東京本社

神戸本社

神戸製鉄所

加古川製鉄所

高砂製作所

神戸総合技術研究所

真岡製造所

長府製造所

西条工場

大安工場

茨木工場

藤沢事業所

播磨工場
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男女別労務構成（2006年７月現在）

（年）（才）

19.940.4100.0%8,810計

14.836.67.9%693女性

20.440.892.1%8,117男性

（比率）（人）

平均勤続平均年齢従業員数
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階層別労務構成（2006年７月現在）

８，８１０６９３８，１１７計

５，５６２６１６４，９４６担当層

１，７２２７４１，６４８係長層

１，５２６３１，５２３管理職

計女性男性
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神戸製鋼における男女共同参画活
動への取組み
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・歴史的に男性中心の職場環境

　（高熱環境下での重筋作業、交替勤務）

　　⇒女性の職域は限定的であった

・国際競争力の維持・強化に資する職場環境の整
備　⇒　「多様な価値観への対応」

背景

男女共同参画意識の高まり
（社会的要請）

少子高齢化社会での
優秀な人材の確保
（戦略的ニーズ）
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ポジティブアクション計画

①職場環境・風土改善

②採用・配置・育成

③仕事と家庭の両立支援

④ネットワーク支援
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2006年8月10日付　鉄鋼新聞より
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①職場環境・風土改善

◆管理職向けの研修

　人権研修の一環として、セクハラ防止や
ジェンダー等に関する研修を実施

◆各事業所にセクハラ相談窓口の設置

◆「セクシャル・ハラスメント防止マニュ　アル」
の作成
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◆人事部門と受入部署との連携強化

　女性総合職の受入部署の上司（管理職・OJT　リー
ダー）と、人事担当者の面談を実施　　　（2005年度
より）
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◆採用増への取り組み

○企画職（総合職）：

　1986年の男女雇用機会均等法成立を機に、毎年数名　規模
で採用を継続。（累計採用実績：122名）

　※2006年度採用実績：16名

○技術職（技能職）：

　1999年の労基法改正（深夜業の解禁）を機に、現業　部門に
女性の新規採用を開始。（累計採用実績：33名）

　※交替勤務従事者：13名

②採用・配置・育成



17

!"

#$%

&'

#(%
)*

+$%

,-

+.%

/0123

$%

456"

(%

70

(%

89

$%

:;

(%

◆配属先の拡大（事務系配属実績）
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◆配属先の拡大（技術系配属実績）
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◆メンター制の導入

　2006年4月より試行開始

　　⇒10月より本格実施

＜対象者＞

　メンティー：

　　入社4年目以上の女性総合職

　メンター：

　　メンティーと直接業務上の関係の薄い部長級の管理職

＜期間＞

　１年間（毎月１回・１時間を原則とする）



20

◆次世代育成支援対策推進法の行動計画

＜計画期間＞

　2005年4月～2007年3月までの2年間

＜計画内容＞

　①職場優先の意識や固定的な性別役割分担意識等を改
善するための措置を講じる。

　②出産・育児等に関する情報提供とバックアップに関　　する
体制を整備する。

　③年次有給休暇の取得促進のための措置を講じる。

③仕事と家庭の両立支援
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両立支援ホームページの開設
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◆カフェテリアプランの導入
　（コベルコ・カフェプラン）

　「ライフスタイル多様化への対応」や「能動的ライフス　タイル
の支援・推奨」等を狙いとして、従来の福利厚生　制度の見直し
を実施し、2006年10月より制度導入。

　　○年間800ポイント（8万円相当）を付与

　　○自分のニーズに応じて24メニューから選択

　　○「家族協働支援カテゴリー」のメニューとしては、

　　　「育児施設・サービス利用補助」や「育児用品購入　　　費
補助」等がある。
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◆24時間保育制度の導入（試行）

＜対象者＞

　未就学児を子育て中の、交替勤務に従事する女性労働者

　（加古川製鉄所および神鋼加古川病院を対象）

＜運営方式＞

　外部の専門保育業者への委託方式

　月例保育・一時保育ともに可

＜保育料＞

　個人負担額は認可保育所の保育料相当額
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◆女性総合職フォーラム（仮称）

女性総合職間のコミュニケーションの活性化を狙い
として、社内イントラネット上にメンバー限定の掲示
板を設置（Women’s Network）

　⇒2006年度下期中にオープン予定

④ネットワーク支援


